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 事業概要 

CbA に繋がる技術として着氷解析技術を研究する. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

幅広い時空間スケールに渡って生じる着氷現象を解析するためには, 膨大な計算リソースと高速化

が必要であり, JSS の利用が必須である. 

 

 今年度の成果 

今年度は昨年度に実装した基礎的 multi-shot 手法における格子変形技術を高度化し, 三次元計算へ

の適用を可能にした. 

 

 

 成果の公表 

-査読なし論文 

Kei Shimura and Ide Yuki, Multi-Shot Icing Simulation for Airfoils by JAXA FaSTAR-ICE, AIAA 2024-

3609, 2024. 

  

着氷予測技術の研究 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.15 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 2,363,966.16 0.11 

TOKI-ST 570,397.52 0.59 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 4,395.57 0.32 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 4.00 0.00 

/data 及び/data2 6,425.43 0.03 

/ssd 0.00 0.00 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 0.00 0.00 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 1 

１ケースあたりの経過時間 24 時間 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 15.72 0.01 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


